
平成２８年度 強い農業づくり交付金(産地競争力の強化)の実施状況について

２８－１ 秋田県（畜産試験場）
(1) 施設等の整備状況

○ 事業実施主体 秋田県
○ 地区名等 大仙市神宮寺地区
○ 整備施設 種鶏舎(463.7㎡)、ふ卵舎(338.4㎡)
○ 対象作物 肉用鶏
○ 事業費等 ２０８，２４８千円

（うち交付金 １０４，１２３千円）

(2) 成果目標の達成状況（平成２８年度完成、平成２９年度から稼働）

(3) 事業の成果等

種鶏供給能力が従来の17千羽から22千羽となり、生産現場の要望に対する供給体制が強化された。
種鶏舎の整備により種鶏の飼養環境が向上し、ロード種の産卵率が向上したほか、ふ卵舎の整備により種卵の貯蔵からふ化まで

が、ワンウエイ（一方通行）方式となり、より衛生的な管理が可能となった。
これらにより、比内地鶏の生産羽数は平成28年度510千羽、平成29年度518千羽、平成30年度542千羽、令和元年度551千羽と増加

している。
現在、コロナ禍で消費の大層を占める外食が閉ざされる等、比内地鶏の販売環境が大きく影響を受け、生産羽数を減産している

が、アフターコロナのＶ字回復に向け、生産者や関係者一丸となって取り組む販路拡大を支援し、増産を推進していく。

目 標 値 成果目標の達成プログラム
取組名 成果目標 計画時 目標年 １年度目 ２年度目 ３年度目 ４年度目 ５年度目

（H27） （R2） （H28） （H29） （H30） (R1) (R2:目標年)

産地収益力の ロード種種鶏の産卵率を 58.0% 58.0% 58.0% 58.0% 58.0%

強化に向けた 55.4%から58.0%に向上。 55.4% 58.0% 55.9% 56.9% 59.2% 58.2% 59.2%

総合的推進 19.2% 57.7% 146.2% 107.7% 146.2%

比内地鶏の100羽当たり 86,608円 86,608円 86,608円 86,608円 86,608円
の生産コスト(飼料費)を

96,120円 86,608円 94,027円 84,242円 84,989円 86,329円 86,364円
96,120円から86,608円に

削減。 22.0% 124.9% 117.0% 102.9% 102.6%

上段：計画 中段：実績 下段：達成率
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